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1. はじめに
1987年に提唱された活動基準原価計算 (Activity-BasedCosting :以下、 ABC)は、現代の製品原
価計算における理論と実務にルネッサンスを引き起こした。さらに、 ABCは、 Kaplan(998)が指
摘する InnovationAction Researchなどによる理論と実務の相互作用によって、飛躍的な進化を遂げ



































まず片岡 (2011、p.11)では、 Innesand Mitchell (1995)に基づいて欧米における ABCの普及状
況が次のようにまとめられている。
「例えばInnes& Mitchell (1995)は、 1994年にイギリスにおける大企業1，000社を対象にサーベ












3 1995年以前では、例えばInnessand Mitchell (191)の調査は、 UKの187企業のうち6%の採用率であったこと
を示している。その他にも、 Brightet al. (192)の調査結果によれば、 UKの製造企業において、 ABC採用の32%







調査によると、 ABCを採用している日本企業は、 330社中わずか22杜であり (6.7%)、欧米と比
較しでも非常に採用率が低いことがわかる…」
2-2. 2000年代の先行研究
一方で、、近年の調査結果には、Bhimaniet al. (2007)を挙げることができる o Bhimani et al. (2007) 
の特徴は、同じ内容の質問票調査が7か国で同時に実施されたことにより、 ABCの適用や経験に関
する国別の相違を明らかにしていることである。彼らの郵送による質問票を用いたサーベイ調査は、
カナダ、フランス、 ドイツ、イタリア、日本、 US、UKで実施され、 ABCの適用範囲、浸透速度、
成功度、および実施の有用性についての国別の相違を分析している。質問票は、企業における経理部
長やコントローラー(およびそれと同等の地位の人々)に対して送信された:カナダ.500社、 UK・
500社、日本・ 500社、フランス.500社、ドイツ・ 500社、イタリア.450社、 US'500社の合計3.450
社である。なお、質問票は、 Exhibit1の通り合計416杜から回収されたという O
Exhibit 1 国別の回収状況




Exhibit 2 : ABCの潜在的有用性についての国別認知回答
日本
カッコ内の割合は ABCの潜在的有用性についての国別の認知度を表す。





カナダ フランス ドイツ イタリア UK US 日本 合計
棄却 1 O 3 2 2 57 66 (4.3%) (2.7%) (0%) 05.8%) (3.8%) (4.4%) (69.5%) (22.7%) 
パイロット 8 4 10 7 8 10 9 
段階 (34.8%) (10.8%) (31.2%) (36.8%) (15.4%) (21.8%) (11.0%) (19.3%) 
部署聞で 9 8 16 5 29 25 5 97 
利用 (39.1%) (21.6%) (50%) (26.3%) (55.8%) (54.4%) (6.1 %) (33.3%) 
大多数の 5 24 6 4 13 9 11 72 
部署で利用 (21.7%) (64.9%) 08.8%) (21.1%) (25%) 09.6%) (13.4%) (24.7%) 
回答数 23 37 32 19 52 46 82 291 
カッコ内は、パイロット段階のABC、部署間でABCを利用、および大多数の部署でABCを利用についての国別の
割合を表す。







「前述の通り、 Inness& Mitchell (1995) によるイギリスでのABC採用率は19.5%で、日本会














































































































































































ものであった。その後、企業の発展とともに、また情報機器の進化によって、 15分類、 22分類、 58分
類の細かさで、商品別部門別に利益を把握できるようになったJと示されている。なお、「現在では
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